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乳由来成分の”血管機能改善”研究 

乳由来成分「年齢ペプチド」が更年期に起こる 

血管機能障害を抑制する可能性を確認 
～ 第 46 回日本動脈硬化学会（7 月 10～11 日／東京）にて発表 ～ 

 

カルピス株式会社（本社：東京都渋谷区、社長：山田藤男）発酵応用研究所は、カルピス社が発見した「年

齢ペプチド」が、更年期に起こる血管内皮機能および血管柔軟性の低下を改善することを、国立循環器病セン

ター心臓血管内科部長の北風政史先生の協力のもと、動物試験にて確認しました。 
この研究成果を 2014 年 7 月 10～11 日に開催された第 46 回日本動脈硬化学会（東京）にて発表しました。  

 

【研究の背景・目的】 

カルピス社では、人々の心とからだの健康に役立つ商品・技術を提供することを目指し、乳酸菌や微生物を活用し

た研究に取り組んでおります。1990 年代に、「カルピス酸乳」＊1）の発酵過程で生ずる乳由来の 2 種類のペプチド

「VPP、IPP」＊2）を発見しました。 

 「VPP、IPP」には、血管内皮機能＊3）改善、動脈硬化抑制、血管年齢の若返りなどの可能性があることをこれまでに

明らかにしており、これを「年齢ペプチド」＊4）と名づけ、様々な角度から有用性を実証してきました。 

血管機能は加齢に伴い低下しますが、特に女性は 45 歳頃を過ぎ更年期＊5）に入ると血管内皮機能が低下し、その

状態が続くことで血管が硬くなり（図 1）、動脈硬化の発症が加速することが知られています。 

そこで今回、「年齢ペプチド」が更年期に起こる血管機能障害に与える影響を評価することを目的に、研究を行い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

アサヒグループホールディングス株式会社 広報部門                                    電話：03-5608-5126 

＜お客様からのお問い合わせ先＞ 

カルピス株式会社 お客様相談室                                           フリーダイヤル：0120-378090

図 1．年齢と血管の硬さ（baPWV 値）の変化 



【試験内容】 

更年期の症状を示す卵巣摘出ラット（以下、更年期障害モデルラット）を 3 群にわけ、それぞれに、水、水に「VPP」、

「IPP」を溶解したものを、また対照群として更年期の症状を示していない健常なラットに水を 24 週間自由に飲水摂取さ

せました。その後、血管内皮機能の指標である、血管拡張度と血中 NO＊6）濃度、また血管の硬さの指標である脈波伝

播速度（PWV）＊7）を測定しました。 

 

【結果】 

1． 「年齢ペプチド」は血管内皮機能を改善する 

更年期障害モデルラット群では、更年期障害に伴い血管拡張度が有意に低下しました。一方、更年期障害モ

デルラットに「VPP」、「IPP」を摂取させた群では、血管拡張度の低下が有意に抑制されました（図 2）。また、血中

NO 濃度も同様の結果を示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                                         図 2．血管拡張度                        

2． 「年齢ペプチド」は血管柔軟性を改善する 

更年期障害モデルラット群では、更年期障害に伴い脈波伝播速度（PWV）が有意に上昇し、血管が硬くなりま

した。一方、更年期障害モデルラットに「VPP」、「IPP」を摂取させた群では、脈波伝播速度の上昇が有意に抑制さ

れ対照群と同程度の柔軟性を示しました（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．血管柔軟性 
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【結論】 

  「年齢ペプチド」は、更年期に起こる血管機能障害を改善することが、更年期障害モデルラットを用いた試験で明ら

かとなりました。今回の結果はヒトにも応用が可能であり、更年期を迎えた女性の動脈硬化や循環器疾患の予防に役

立つ可能性が考えられます。 

  当社では、今後も「年齢ペプチド」が循環器の健康に寄与する可能性について積極的に研究を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「カルピス酸乳」「年齢ペプチド」「カラダにピース」は、カルピス株式会社の登録商標です。 


